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を把握し、1 グループ 4 ～ 5 名となるグループ分けを行
い、翌年度（2 年生）春学期に 5 回のロールプレイを主
体としたグループワーク（50分/セッション）とフィー
ドバックを行った。結果は学生本人のアンケートにより
施行前後で比較した「対人スキル」得点は参加者全員で
上昇し、また参加学生と相談室員とは良好な関係性を構
築することができた。学生がこの後の大学生活で何らか
の躓きを感じた時に相談室を気軽に訪れてくれることが
狙いの一つでもある。このような取り組みを今後も継続
し、入学後早期の指導・支援の一モデルとして活用して
いきたいと考えている。
今後の課題
発達障害の特性は環境や課題によって顕在化するもの
も多く、その意味で診断がなければ支援しない、という
発想は本質的ではない。発達障害の特性も多様性の一つ
としてその対応についてはすべての教職員がユニバーサ
ルに全学生に発揮できるスキルとして身につけているこ
とが理想的だと筆者は考えるが、実現は容易でないこと
を理解している。
しかし目白大学全体が発達障害の理解やその支援につ
いて一定の共通認識を得ることができたなら、目白大学
の教育カリキュラムの一環として行う学外実習に合理的
配慮を求める際や、卒業生の就労支援を学外の専門機関
に依頼する際などにはとてもスムーズに連携できるので
はないかと考える。そんな大学像を期待して止まない。
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